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新型コロナのインパクトを受け、大
学教員は何をすべきか、何をしたい
かについて知恵と情報を共有するグ
ループ
公開グループ · メンバー2.1万人 招待する
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ROBOT-PROOF：AI時代の大学教育（2020年1月、森北出版）
ジョセフ・E・アウン(著) 杉森公一・西山宣昭・中野正俊・河内真美・井上咲希・渡辺達雄(訳)

私たちはデジタル時代に生きており、学生たち
はAIを搭載したロボット、ソフトウェア、そ
して機械が、現在は人間が行っている仕事をど
んどん担うようになる未来に直面している。同
じことを日々繰り返すだけの仕事は少なくなっ
ていくため、教育はそれに対応すべきである。
卒業生が職場で「耐ロボット性」〔耐水性
（ウォーター・プルーフ）を真似た造語〕をも
つことを保証するためには、高等教育はカリ
キュラムを再び調整しなくてはならない。
（p.10、下線は引用に際して付与）
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faceコロナでwith/afterコロナを 
Build Forward Betterに導く 

～立命館大学の取り組み紹介を手がかりに～

山口 洋典（立命館大学共通教育推進機構）

gucci@fc.ritsumei.ac.jp

20210220 大学コンソーシアム京都 第26回 FDフォーラム 

大学の教育・研究・社会貢献に新しいモデルは生まれうるか？ 

～COVID-19の経験を踏まえてAI化・ロボット化した世界の担い手を構想する～
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日付 事象 部署 付記 授業 BCP
1/31 新型コロナウィルス関連肺炎に関する注意喚起 保健センター 外務省の危険レベルの引き上げに伴い 春休暇
2/4 中国から帰国・入国する場合の注意事項について 保健センター 2週間の健康観察（37.5℃以上など） 春休暇
2/7 新型コロナウイルス関連肺炎に関する注意喚起 保健センター 帰国者・接触者相談センターの設置に伴い 春休暇
2/13 中国に在留中および渡航予定の学生への注意喚起 総務課 交通規制、航空便の運休等の状況を踏まえ 春休暇
2/26 卒業式(8,080人/うち留学生472人)及び入学式(約8千人)中止 常任理事会 APUは2/20に、RUは2/25に感染症対策委 春休暇
3/2 新型コロナウイルス感染症対策のための法人危機対策本部設置 理事長決定 3/5開設の特設ページに情報一元化し更新 春休暇
3/2 式典・行事・イベント等に関する対応方針 危機対策本部 2月末～4月初旬、不要不急なものは自粛 春休暇
3/10 Skype for Businessの利用開始 情報基盤課 職員は3/4～、学生は参加のみ 春休暇
3/11 新型コロナウイルス感染者が発生した場合の対応ガイドライン 総務課 学生等、教職員、その他の3ケースを想定 春休暇
3/16 2020 年度春学期開講にともなう授業形態の見直し 教学委員会 3/11学長決定、5/2まで感染拡大防止期間 春休暇
3/30 2020 年度春学期を迎えるにあたっての学長メッセージ 総長・学長 社会や世界になしうる貢献考える機会として 春休暇
3/30 新入生オリエンテーションの実施にあたってのお願い 教学委員会 1日目の日程・時間は変更しない+三密対策 春休暇
4/6 政府による『緊急事態宣言』が発令された場合の対応 常任理事会 入構禁止措置、諸活動自粛、原則在宅勤務等 Web
4/6 春学期における一斉休講の判断および授業再開後の授業形態 教学委員会 春はWeb授業(ICTを広く活用・非対面全般) Web

4/13 式典・行事・イベント等に関する対応方針（改訂） 危機対策本部 第4報・7月末まで延長（直前は5/2まで） 休講
4/16 オンラインコミュニティ Beyond COVID-19立ち上げ SDGs推進本部 社会起業家支援プラットフォームの取り組み 休講
4/20 5月7日の授業再開に向けた先生方へのお願い 教学委員会 シラバス修正、20MB以上ファイルの扱い等 休講
4/21 5月以降のWEBを活用した授業再開 教学部 5/19-22登録修正, 4/22第2報, 4/28第3報 休講
4/27 新型コロナウイルス禍に対する学びの緊急支援 常任理事会 約4.8万人に3万円、3万円x3に3,800人応募 休講
4/27 5月7日以降の対応 危機対策本部 活動制限をBCPにもとづいて決定（5/7～） 休講 Lv4
4/30 Web授業のための特別サイト開設 教学部 www.ritsumei.ac.jp/startup/online2020/ Web Lv4
5/7 5月7日以降の授業再開に向けたFAQ公開 教学部 academic.support.ritsumei.ac.jp Web Lv4
5/25 春学期における対面授業の限定的実施と夏期集中科目の取り扱い 教学委員会 キャンパス入構調整ワーキングで総人数調整 Web Lv4
6/1 新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン 感染症対策委員会 「新しい生活様式」実践例を踏まえ事業継続 Web Lv3
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オンライン授業の有用性には同意する一方で、大学教育の今後に大きな不安を
感じています。オンライン授業が主流になってしまうと、大学という教育の場
が必要なくなり、極論すれば「オンデマンド授業が外注される」のではないか
という危機感があります。このような中、各大学の授業として認められる、必
要とされるオンライン授業の条件は何であるか、先生方のご意見を伺いたいで
す。
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山口先生、岡本先生、杉森先生、講演ありがとうございます。 
コロナ禍の影響で、教育・研究の変容は止められませんが、教員・職員につい
てずっと前から「教職協働」が叫ばれており、教員と職員が協働しなければな
らないのは当然という考えが広まっていますが、今後の大学教育への変容への
対応・適応を考えると「大学運営・経営」に関しては職員主導でなければいけ
ないと個人的には感じています。教員は本業である教育や研究に専念し、その
教育・研究で得た情報（統計や結果）を大学（職員/事務局）へ共有する、職
員が主導し教員がそれをサポートする分業制が望ましいと考えています。文科
省の学長のガバナンスに対して真逆のことを申していますが、今後の大学運
営・経営について教員・職員の関係性についてご教示いただければ幸いです。
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「本当に元に戻らないのか？」 
　様々な災害や予期せぬ出来事が，社会の変容を促すということはあると思い
ますし，期待もしておりますが，日本の社会もそのようになるでしょうか？
チェルノブイリがドイツのエネルギー政策の転換を促しましたが，3.11で日本
が変わったか？「対面しろ！」という感覚は，銀座で会食しなければコミュニ
ケートできないという感覚と同根で，そのような人々が主導する社会で，本当
に元に戻らず変われるのでしょうか？
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今後、授業形態はオンライン授業と対面授業の二分化されると思います。それ
に伴い、教員の雇用条件も変容するかと思います。例えば、オンライン授業が
できる技能を持ち合わせているといったことが考えられます。そうなると、そ
の大学でのFDや大学院教育で特に博士後期課程の院生に対するFD教育が求め
られてくると思います。しかし大学院教育の部分ではまだまだ議論がなされて
いない状況であると感じています。今後、博士後期課程の院生へのFD教育に
ついて、自大学でできない場合は、大学コンソーシアムや外部機関のセミ
ナー、ワークショップが益々重要になってくると思いますが、外部機関の重要
性についてはどう思われいますでしょうか。
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失礼いたしました。ツールに慣れることに困難さを抱える学生が多くいます。
学生に対する説明会等の対応をどの程度なされていたっ者るのでしょうか。 

4年後には情報教育を学んだ生徒が大学に入学することになりますが、本学に
おいては、まだこの対応についての検討は遅れている状況です。文系の大学で
すので、情報系の教員が不在です。最低でも、どの程度の情報リテラシー教育
を教授する必要があるのかをご教授いただければ幸いです。IRを担当する事務
職員（情報資格を保持していない者）に意見を求められても、回答ができない
状況です。現在の教職員の構成員でのワーキンググループが必要になると考え
ておりますが、どのような構成員での検討が良いのかについてもご教授くださ
い。
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製造業の会社を定年し、大学の職員として経理部門を２年経過しています。思
うように改善が進まずいらいらしているところですが、杉森先生のおっしゃる
のは、テキストでの学びは必要があり、なおかつ、教員・学生が共に楽しむ授
業も重要でなのであると理解しまた。会社時代にも手順書による説明+オン
ジョブトレーニングでより具体的に作業が会得できた経験があります。教員と
学生、職員の先輩と後輩のコミュニケーションを密にできる学びの道具とし
て、オンジョブトレーニングを活用したいと考えますがいかがでしょうか。 

大学院がない（もしくは小規模）、あっても前期課程だけのところも多いで
す。コストの問題であることは承知していますが、大学院生がいないと遠隔教
育は成立しないのでしょうか。
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対面授業に積極的な取り組みが見られたことは、外出自粛などさまざまな要素
があるのかもしれませんが、対面授業の価値を学生自身も感じたためという要
素もあるのではないかと感じています。　対面授業の価値の問い直しについて
は杉森先生が言及されていましたが、もう少しご意見を伺いたいです。 

現在、大学職員、図書館職員の多くが不安定な雇用の立場にあり、長期的なス
パンで将来を見据えて教員と連携を図ることは難しい状況にあります。「2018
年問題」の顕在化を待つ今、少子化と不況に伴う大学経営縮小に対する打開策
を講じることは、旧帝国大学、大規模私立大学、各地域に根ざして発達してき
た大学を除き困難と思われます。現実的な経営の問題として、大学の将来に対
する展望をお聞かせ頂ければ幸いです。

14

7



経験は（中略）異文化アジリティ（異なる文化
に機敏に対応する力）の本質的な要素でもあ
る。筆者の同僚のポーラ・カリギウリによる
と、異文化アジリティとは「専門家が異文化に
置かれた状況でうまく仕事をこなすための超重
要スキル（メガ・コンピテンシー）」だとい
う。過去には、異文化アジリティは、主に
ジェット旅客機に乗るビジネスマンや外交官だ
けのものと思われてきたかもしれないが、グ
ローバル化によってこのスキルは皆にとって不
可欠なものになった。  （p.87、下線は引用に際して付与）

ROBOT-PROOF：AI時代の大学教育（2020年1月、森北出版）
ジョセフ・E・アウン(著) 杉森公一・西山宣昭・中野正俊・河内真美・井上咲希・渡辺達雄(訳)
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地方大学事務職員のものです。コロナ禍の中、学生たちはもがき苦しみながら
授業形態に慣れようと踏ん張っている状況を伺う知ることができました。その
中でも、1年生はレポートを書くことの困難を抱えていていましたが、学生は
大学での学びについて、これまで文献を読むこともなかったが、文献から学び
得ることの発見や、友人通しで連絡を取り合い、ワーキンググループで意見交
換し、新しい学びを発見していることも散見されました。アカデミックスキル
ズ、アカデミックライティングといった初年次教育の教が今、求められている
ものだと思いました。
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オンデマンドマンド授業やmoodle,レポート課題で済ませる授業となれば、今
回のアンケートで多かったのが、「何が良くて何が悪かったのかの解答が待全
くない。フィードバックをしっかりして欲しい」という意見が多かった。受講
生が多い先生にとっては難しい問題である。何か工夫されている先生がいらっ
しゃればご紹介いいただきたい。

オンライン授業で、アクティブラーニング（グループワーク）は、かなり苦労
しましたが（対面式だと、一堂に各グループ見えるので状況を把握しやすい、
また学生も各グループで、オンラインでのグループワークが難しそう）等、何
か良い方法があれば、ご教授いただきたい。
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高校で教科「情報」が必修化されて，オンライン授業の視聴程度のリテラシー
であれば身に付けて大学に入ってきていると期待していましたが，そうでもな
いようですね。 

オンデマンド授業でも，「双方向性」が求められると思います。そこに教員の
関与が，現状では不可欠でしょう。ただ，ここが将来AIに置換される可能性が
あるかもしれせんね。AI-Proofな教員になる必要があるでしょう。
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山元町役場（宮城県亘理郡）撮影：2011年4月23日『ない』 岩見夏希さん（仙台市立立木通小学校5年）
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https://bit.ly/ksugimori
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